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現地に行った津川からのメールでの経過記録
（メールより抜粋） 



14日より地震発生その後、16日未明には最大規模震度7
を越える地震が生じましたので、熊本へ帰省し、その際、
熊本県荒尾市に在住される、コウノエ会長の白寿園を訪
問し、金和部長にご対応をいただき、無事に物資を届け
させていただきました。 
 
物資は、ledランタンを15個、簡易ledライトを25個、簡易ガ
ソリンカンを2缶、アイソトニック飲料ゼリーを40本、水を12
リットルを6ダース、お菓子をおみやげにしました。 
 
コウノエ先生とは明日以降電話で連絡を取らせていただ
きますが、被災地である、熊本県益城町や阿蘇地域へ必
要に応じて配給いただければとお伝えいたします。 
 
現状は、益城町や阿蘇地域への被災全般の援助が今後
も必要と考えます。 
 
同時に熊本市内はこの4日間で400回を越える地震を経
験しながらも、少しづつ落ち着きを持ってきています。 

 





ライフラインは、電気はokで明日までには水
道の完全復旧を目指し、ガス関係も徐々に復
旧状況です。 

しかしながら益城町や阿蘇地域への実態は
全く見えず、相当な支援を要すると感じます。 
 

熊本県でも会長の指示で、白寿園から益城
町へ本日も物資を送付したようです。 
 

ちなみに我が実家ですが、16日未明の地震
で、玄関がすべて崩れた状況です。瓦が崩壊
した流れからのように感じます。 

 

母も一人で、相当な不安や恐怖があったと予
測します。このような市内を始め、益城町や阿
蘇地域での戸建等の状況は計り知れない状
況です。 

 



17日未明で体感される震度1以上の回数が400回と言いましたが、
昨日夕方までに550回、今朝は600超えと報道されるでしょう。 
 
昨日、熊本市内で電気が復旧してきた反面、期待された水道は、
結果漏れがたくさん見つかり復旧はまだ未定と報道、ガスは未だ
連絡もない状況です。 

 
家に戻りたいが戻れない、多くがインフラの整備に希望している状
況で、避難所でさえ建物内の崩壊を恐れ、報道のように車内でエ
ンジンを止めて寝ている実態もあります。 
今は地震がすこしでもおさまり、インフラの復旧に期待する日々で
す。 
 
被害は熊本市北側に一部あるようですが、基本は南側かつ、益城
町を軸に北東そして南西の活断層に沿ってのようです。 
 
私の自宅、中央区出水と、いま避難している美里町、その間で私
が育った甲佐町、御船、嘉島、すべて益城町の周りで、その被災
は別紙の通りです。 
 



 
しかしながら、益城町も、阿蘇地域も報道のみ、現
地への立ち入りはできていません。 
 
一昨日、昨日と市役所に連絡するも、現在は救援
物資の対応に集中しており、未だボランティアの
受け入れ体制も未確定。 
報道にもありますが、やはり現場は混乱し、時間を
要する状況です。 
 
九州内の特養の仲間からも連絡を受けましたが、
現状は物資の搬送のみ、ボランティア参加は今後
の予定。 
 
物資面で、特に益城町、阿蘇地域、かつインフラ
で困っている市内特養へは、助かっているようで
す。市内はやはり水ですね。水道復旧期待。 
 
写真の崩壊した家は近所の家で、人は不在だっ
たので人的被害はなかったところです。 
 
あとは自宅です。 
屋根がやられて、なんとも言えませんが、本日も母
とかたずけに走ります。 

 



外の屋根瓦や、玄関の崩れはしばらく諦め、本日一階の清掃を開始。 

壁の崩れはありますが、柱はしっかりしており、清掃を開始。 

ガラスや割れ物が多いため親戚4名で対応を。かつ36年、物を捨てられな
い母を口説き物を捨てることに成功。50袋以上となったゴミをどうにか整理
いたしました。 

一階の一部は一応終了。目処を立たせ、ベット搬入。寝る場所と環境は整
いました。   

本日予定の水道は結局、不通。 

しばらくかかりそうです。ガスは昨日と同じ。目処が立っていません。 

2階はとても入る状態ではありませんが、自宅へ帰りたい、帰るという母の希
望に一歩だけチカズキ、手伝っていただいた親戚に感謝です。 

どうなるかわかりませんが、多くの被災者がこのように期待していることと思
います。 

さて、熊本県、熊本市の状況ですが、緊急物資の搬入が主であるとレポー
トしましたが、いち早く、ボランティアの方々の受け入れに期待したいところ
でもあります。 

 

そんな気分の一日でした。 

 

 

 

 



天気は晴れ。明日も晴れで、木曜日から雨の予報。
かつ報道通り、余震は止まらず、震度5強が夕方か
らさらに2回。どうにかおさまっていただきたい。 

祈るところです。 

林先生から連絡を受け、物品の搬入を伺いました。
もし検討いただけるのなら、特養を中心とした介護
を要する高齢者のみなさんに、水や日需品、アイソ
トニック飲料ゼリーなどなど、コウノエ会長へ直接お
願いし、熊本県会長より、県内の同志へと必要な
搬送をお願いできればと思いました。 

益城町や阿蘇地域の震災は、さらに長期化すると
思います。 

一人でも多くの方に、一つでも安心して、笑顔を取
り戻していただければと幸いです。 

また地震ですね。困ったものです。 

 

でも熊本人は負けません。 



千葉県高齢者福祉施設協会 
田邉会長 
君塚局長 
 
 
表記の件で、私からの私案を以下に記載します。 
白寿園のカナワさんと話をしました。 
 
 現在でも多くの法人からの支援物資が届いており、県下の特養へアナウンスし、取りにきていた

だいているなど、非常に感謝されてます。 
 そこで、カナワさんからは、今後も各法人からの支援物資に期待していますとのことでした。 
 全国でまとめて、また県下でまとめてと言った話は、理事長等の話し合いでその指示に従うとこ

ろです。 
 もし各法人から送付いただけるのなら、 
 直接法人へ搬送いただければ、前記したように対応したいとのことです。 
 物質では特に、水、アイソトニック飲料ゼリーなど、オムツよりウエットテッシュ、おしりふき

だそうです。あとは使い捨て手袋のニーズが高いとのこと。 
 ご検討ください 

津川 
 



熊本市内の慈愛園です。ホーム前に教会があり、そのなかに乳
児院から児童ホーム、特養、養護、ケアハウスなどの福祉事業が
立地します。 
 
ご存知とおもいますが、ルーテル教会が設立ですが、古くは宣
教師のみなさんが、古くから市民のために設立されたホームです。 
 
特に児童ホームは当初より、施設ではなく、ホームとして、小グ
ループ制で民間のようなホームでみなさん生活されてます。 
 



私の友人で、今は、この教会の牧師先生です。 
 
月曜日までは電気もない中苦労されたようですが、その後、電気、
水道、ガスとライフラインが復旧し、高齢者も子供達も元気とのこと。
よかったとおもいます。 
しかし、先生いわく、いまだ益城町や阿蘇地域など、大変厳しいこと
や、地震が継続的であり不安や恐怖であったり、でもこの間でもお
おくの方々に励ましや、応援や、応援物資などいただき、感謝され
てました。同時に同じ市内でも未だ、水道やガスが復旧できない地
域が多くのあることを懸念。この場所は助かっているとの話でした。 
 
特養は、ショートステイ含め、定員をすでにこえており、今後もニー
ズに対応したい。 
ただし、介護の主任からは、今日など、震災から、多くの職員がボラ
ンティア精神で職務以外でも頑張ってきたことに深く感謝すると同
時に、今後の疲れや、いつまで続くかわからない余震の不安を強く
強調されてました。 
 
5年前を思い出す出来事でした。 
また特に壊れた箇所もなく、助かっているとの話でした。 

 



ランダムに慈愛園内のホームです。老人以外はすべて子供のホームです。 
 



子供達のホームです。 

 

潮谷そういちろう先生（故）、息子の潮谷愛一先
生、そして熊本県知事を歴任され、現在は社事
大で教鞭を続ける潮谷義子先生の思いが伝わる
伝統ある社会福祉事業は、私が高校1年生の時
に始めてボランティアを経験した場所でもありま
す。 

 

温かい雰囲気や、木緑がたくさんある、特徴は学
びたいものです。 

再度申し上げますが、ここは熊本市の中心です。 

 



私の母校です 当時の担任先生と会いました。 
 
教会は崩れることなく(^-^)大丈夫 でした。 

高校生はボランティアで家に住むことできない人たちのため 

炊き出ししてます。 



熊本市中心にある大江教会です 
 
きれいな教会です 
いまの牧師は大学時代の先輩でもあります 
よく話をしましたが… 

どう考えても私のほうが話はうまかったと〓いまでも確信してます。 
 
教会の手前を改築し 信者のみならず多くのみなさんに集ってほしいという信
念からスタートしたこの場所は いまお坊さんたちとの飲み会にもなっています。
〓少し変かも〓 
そしていまの時期は被災者の集いの場 
飲み物やお菓子は無料ですからいつでもどうぞ 
 
パイプオルガンを新設し自由の〓は 主人の好みです 
ステンドグラスいかがですか？きれいですな 
 
共にこの余震で心痛める方々のために祈ります。  

かならず大丈夫だと〓 
これ英語で 
GOD  BLESS  YOU 〓 
 
みなさんにも 
GOD BLESS YOU〓  
 



今日は、砂取小学校訪問を報告させてください。 
市内の中心に位置する小学校で、体育館や教室などたくさんの方々が生活を
余儀無くされ、頑張っておられます。 
私の東京の友人がどうしても、帰省できないとの情報から、私が代理訪問を。 
 
受付でマイクで呼び出していただき、自己紹介。 
疲れておられるのに、私に正座して頭を下げられました。 
お父さんは息子さんにソックリ？もとい、息子はお父さんにソックリ。すぐに自宅の
状況や健康状態を伺うとたった今4日ぶりに親戚のところで、お風呂に入れたこ
とや、自宅左側のブロック塀が隣へ倒れ、非常に迷惑をかけていると、細かくて
ぶり身振りをいれて教えてくれました。 
 
私が持参した、水やパン・おにぎりなどを見せると、お父さんは笑いながら「津川さ
ん貴方も泊まっていきなよ」と私に言いながら、自分の周りにある、水やお菓子を
みせてくれました。 
 

 
 
 



そんなことから、私も甘えて息子の悪口言っ
てみたら、笑いながら、お母さんもお父さん
も、あいつは素晴らしい奴だ、金もあるよう
だと自慢を逆に伺うことになりました。特に
お母さんの何とも言えない笑顔は、私をホッ
とさせてくれました。 

 

「五月に孫が東京で結婚し、必ずいくから、
津川さんも来いよ」と。 

 

またゴルフが好きで、なんと昨年は50ラウン
ド、4月も3回行っておられる記録も見せてい
ただきました。実はそのあと、お父さんとタ
バコを吸いに行った時、車に来いと言われ、
行ってみると、きちんとゴルフクラブ持参で、
避難されてました。 

 

こんな感じで話ができ、励まそうと安易に
伺った私が、励まされ、元気をいただきまし
た。 



この親父は  (*´∀｀*)  その後、津川さ
んは身長あるから、ギシギシと夜中じゅうう
るさい体育館のドアに油を指すように命じら
れ、写真の結果です。 

お陰ですべての体育館のドアに油をさし、避
難されているみなさんに褒められました。 

たった2時間あまりの出来事でしたが、大変
貴重な経験をさせていただきました。 

「帰る」と伝えると、初めてあった私の手を
握り「頑張れ、負けるなと」先に言われてし
まい・・・。 

 

ちなみにこのお父さん80歳超えてます。お母
さんの年齢は極秘です。 

 



車で学校を離れる最後の最後まで、お父さんと
お母さんは私を見送っていただきました。 

バックミラー越しですが、非常に私がホッコリした
気分でした。 
 

すべての避難者がこんなに元気とはいいません。
まだ数日だからという人もいるかも知れませんが
「肥後もっこす」の強さと、女性はよくブランケット
と言うんですよね。 
(*´∀｀*)   

熊本人の良さをお母さん、お父さんにまた教えて
いただきました。 
 

午前中わがままな母親の買い物で何もできな
かったので、これから大江教会での炊き出しに
行ってきます。 
 

わたしのお母さん？はいはい、同じ高齢者、優し
くできるよう努力いたします。 

雨が激しい今日です。被害が拡大しないことを祈
るのみです。 

 



熊本市から、阿蘇に向けて走ってみました。 

市内を抜け、菊陽町、大津市と、大津市を越えた写真のところで、交
通遮断。 

この先に阿蘇の象徴だった赤い陸橋があり、崩壊したとニュースで知
りました。 
戻って、大観峰へ、懸命なる復旧作業中、道は通れました。 
十分に抜けていけます。 
 



熊本県の代表される、阿蘇の外輪山です。 

大観峰の頂上です。店は休業中。展望の最先端に自衛隊が待機。
通信基地ですね。 

ここまで、来れないと思ってました。懸命なる復旧作業に感謝です。 

この展望の先に見えるのが、先ほどの大津市から真下が内牧です
から、現状はここが陸の孤島状態と考えられます。 

 





外輪山から、真下に下山。ここが内牧温泉で有名なところです。 
見た限りでは、小学校への避難先で自衛隊が待機、町民のお手
伝いされているようです。 
 
道路が幾つかまだ遮断状態。少々時間はかかりそうですが、ここ
からの今度は下から上を見上げ、阿蘇、外輪山ととても綺麗です。 
 
 
私の記憶では、小学校5年6年の夏に、野球部の合宿できてまし
たね。 
電車で、みんなで、途中ここへ向かう時に、特徴なのが、スイッチ
バック方式？の運行でこの内牧温泉へ入るんで、子供だった私
たちはとても楽しかったことを思い出します。 
 
 
とても美しいまちです。 
懸命なる復旧作業が、自衛隊のみなさんの手で一つ一つ行われ
てます。 
うん、とても美しい山並みです。 
 



復旧したら、やはりこの温泉ですかね。   

早く皆さんときたいですね。 

 

いい景色です。 

 

復旧に向けた作業に心から感謝です。 

 

外輪山へ戻り、帰宅します。 

 

次は国道から、近い将来かならず、国道からですね。 
 

故郷ってやっぱりいいものでうね。 

 

思い知らされました。 



 みなさまへ 

  早いもので熊本へ帰省し7回目の朝を迎えました 。 
 
  この間私の一方的な報告にお付き合いいただき またたくさんの励ましありがとうございました 。 

  特に母に対し、多くの激励をいただきました。心より感謝です。 
 
  自宅は未だ水は復旧するも濁り ガスは5月8日を目処の発表あるが未定 雨漏りは激しく お湯 

  もでない… でも母は強い意志で帰宅を自ら決め4日目の朝を迎えることができました。 

  やはり自宅です。 
 
  1週間前の夜中に自宅を前にして震えたことを覚えてます。 

  そして連日の余震…そして益城町や阿蘇の報道 。 
 
  被災した熊本にいる誰もが恐怖の中 懸命に立ち上がろうとしています 。 
 
  母もそのひとりでしょう 。 
   

しかし…益城町で5400棟全壊、一部含む 。町の半数が全壊との報道は、立ち上がろうとする被災
者にさらなら打撃でありました。 
 
 



  自宅からたった5キロメートルしか離れていない場所で…ある意味母は助けられたのだと 。 
 
  阿蘇を象徴した赤い陸橋の新聞報道も 同じく身震いしました。 
 
  これが現実です 私の報告とは違うのかもしれません。 
 
  報道は連日、 住宅崩壊、 遠い再建、傷ついた山々 、被害全容つかめず、 そして 崩落、 橋も日   
  常も…と 余震は800回を超えました。 
 
  この1週間本当に悔しかったです 情けなかったです つらかったです 。 
 
  そんな中でも熊本人ひとりひとりが 心にこの痛みを刻み まだ計り知れない被災実態を覚悟しなが 
  ら 前を向き始めていることは事実です 。 
 
  ありがとうございました 。 
 
  一度千葉へ戻ります 。  
 
  本当にありがとうございました。 
 
 
母 津川幸子 
息子 長男  津川康二（作成者）  妻  恵美子   長男  周  長女 咲樹  二女 咲蘭 

 



 日曜日の午前、熊本県老人福祉施設協会会長コウノエ
先生の白寿園にご挨拶いきました。 
職員のみなさんが疲れもあると思い、アイスを100本買っ
てお土産にしました。領収書は田辺会長で (*´∀｀*)  帰
りましたら、贈呈いたします。(*´∀｀*) 
 
白寿園のデイの場所を含めたくさんの救援物資は別紙の
通りです。 
すでに、この場所以外を含め、現在二回転半、この物資
が、熊本県内の、必要な施設などに配給され、多くの
方々が感謝されていると、園長から伺いました。 
米の写真「千葉・・・」これは確かに、長生共楽園林理事
長等からの物資ですね。はるばる千葉県茂原市より、到
着です。林先生、みなさんから、心から感謝とのことです。
この時点では概ね、6日かかっているようです。 
 
コウノエ先生からは、「本当にこれらの物資が助かってお
り、また、物資以上に全国の社会福祉法人からご心配い
ただき、迅速に対応いただいた、その気持ちが何よりも、
ありがたかったばい！皆様によろしく」とのとこです。 
 
その他詳細は、帰宅して報告しますが、以下に幾つか記
載します。 
 



先生は感謝のみの言葉でしたが、やはりこれだけの物資を受け取
り、運び入れ、そして再度、車へ搬入し、各施設へ搬送し、運搬。
職員総出で行っておられますが、大変な作業です。園長をはじめ、
金和部長筆頭に不眠不休の実態があります。心配するところです。 
園長より、今日、25日熊本県老施協の役員会を開き、各地区わけ、
担当わけを提案し、速やかな搬送を再度検討されると伺いました。 
 
もう一つは、阿蘇のノロウイルスの発症です。日曜日の新聞で既に
報道されてますが、我々専門家としても一番懸念されていた、２次
被害への予防対策です。園長からも、すでに千葉県は事前にアド
バイスをいただいていたので、おしりふきや手袋、ウエットテッシュ
などが送付されましたが、特に今後はこれらの専門的物資の不足
に対応して行く必要があると、お話されました。 
 
あとは、この内容と同じですが、レポートも、しました高齢者の単独
世帯、または老老世帯の方々の、被害が気になることもお話を受
けました。これらの方々が、ご自宅へもどり、必要に応じて、特養利
用、在宅要介護者、以外の地域でこまっておられる方々に法人と
して、これらのおしりふきや手袋、ウエットテッシュなど対応して２次
被害への予防対策も検討したいと伺いました。 
 



 
最後にコウノエ先生、大変な中、笑顔で出迎えていただきました。1週間を超え、疲れもあると、思う
中、本当に気持ちよく迎えていただきました。先生が素晴らしい方ということや、法人の職員が自身
の仕事以外でも、このように尽力される姿に感謝のみです。 
ですが、長期的な話しであり、先生とも、益城町、阿蘇の被害実態は計り知れない実態もあるため、
白寿園のみなさんに頼るだけではなく、すこしでも人的資源のお手伝いなどを検討し、法人の職員
の負担軽減も、全国または九州地区に検討いただければと思います。 
 
 

よろしくお願い申し上げます。 
                津川 


